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　鶴居村では、釧路湿原の緑化と村の特産品であるハチミツ採取の資源確保を図るため、今年6
月10日に釧路湿原景勝地のキラコタン岬に通じる村有地にニセアカシアの苗木600本を植樹した
ところです。
　植樹したニセアカシアは、高品質な蜂蜜が採れ、街路樹や砂防林などにも利用されていますが、
国の産業管理外来種に指定されており、生物多様性の保全上重要な地域付近では利用を避けるこ
とが望ましいとされています。
　植樹した場所は、釧路湿原国立公園内の普通地域に指定される村有地であり、湿原景勝地のキ
ラコタン岬のある特別地域の境界からは約200ｍ以上離れた箇所になりますが、カラマツや天然
林等のバランスのとれた森林に囲まれ、今後村で適切な管理を行えるものとして約6,400㎡の面
積に植樹しました。
　植樹した後、釧路湿原の生態系に対する影響の懸念等に関して数多くのご意見やお問合わせを
いただいたことから、村では原状回復を行うことに決定し、8月4日には村の職員と関係者の協
力によって植樹したニセアカシアとその苗木を囲う食害保護資材の全てを除去したところです。
　今回の事態を重く受け止め、8月9日には環境省と北海道をはじめ、釧路湿原の保護・保全に
携わる団体や専門家等による関係者会議を開催し、当該地の原状回復や今後の在り方、ニセアカ
シアの適切な取扱いなどについて話し合いを行いました。
　村としては、関係者会議の内容等を踏まえ、植樹跡地については自然の回復に任せること、当
該村有地については当面何も手を加えずそのままの状態で自然環境の保全に努めて行くこと、抜
き取ったニセアカシアについては適切な方法によって全て処分することとしました。
　また、平成12年には湿原への立ち入りに係るマナー等の規制を設けたところですが、現状及
び将来も見据えた釧路湿原の貴重な生態系の保全と観光振興の両立を目指すことについて、まず
は村において更なる規制の改善や新たな対応策等の必要性について確認を行っていくことともし
ました。
　今回の件に関しましては、多くの皆様方の湿原や自然環境に対する思いに対して配慮が欠けた
ものと認識しております。結果として、関係機関や関係団体の皆さんにご迷惑をおかけしたうえ、
鶴居村に対するイメージの低下も招いてしまう事態ともなり、村民の皆様にご心配とご迷惑をお
かけしたことを大変申し訳なく思っている次第です。
　顧みますと、今や国立公園である釧路湿原は、本村開拓の歴史の中で大きな関わりを持ち共生
を続けてきたところであり、また、この釧路湿原に棲息し、村名の由来でもある特別天然記念物
のタンチョウについては、大正後期の絶滅の危機に当時自分達の食糧を分け与えてから現在も保
護活動に努めているところであり、今後も釧路湿原共々貴重な国民の財産として保護保全に努め、
鶴居村のイメージ回復に向けても全力で取り組んで行く所存でありますので、引き続き、皆様の
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、一連の報告とさせていただきます。

平成29年8月　　　　　
鶴居村長　大石　正行　

釧路湿原村有地にニセアカシア植樹の件について
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左から、梅津柚月くん（鶴居小４年）、藤田龍真
くん（幌呂小５年）、林健太郎くん（鶴居小５年）、
佐々木泰生くん（鶴居小６年）、小野雄貴くん（鶴
居小５年）、齋藤陸くん（幌呂小４年）、上田鉄
也先生

追悼のため、献花が行われる様子

　

８
月
１
日
、「
鶴
居
剣
道
少
年
団
」
の
選
手
６
名

が
、
第
66
回
北
海
道
少
年
剣
道
錬
成
大
会
兼
第
59
回

赤
胴
少
年
剣
道
錬
成
大
会
へ
の
出
場
を
報
告
す
る
た

め
、
大
石
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
で
は
選
手
の
皆
さ
ん
か
ら
「
初
め
て
の
全
道

大
会
な
の
で
力
を
出
し
切
り
た
い
」「
練
習
通
り
に

自
分
の
剣
道
を
し
た
い
」
な
ど
意
気
込
み
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
村
長
か
ら
「
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
８
月
６
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
惜
し

く
も
初
戦
突
破
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
本

判
定
試
合
で
は
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
全
道
大
会
で
十
分
に
戦
う
こ
と
が
で
き
る
と
手

応
え
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
は
次
の
大
会
に
向
け
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

８
月
７
日
、
忠
魂
碑
前
に
て
「
鶴
居
村
戦
没

者
追
悼
式
」
が
、
遺
族
の
方
々
や
関
係
者
が
参

列
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
第
２
次
世
界
大
戦
で
兵
員
や

一
般
市
民
を
合
わ
せ
た
犠
牲
者
は
３
１
０
万
人

に
も
及
び
ま
す
。
忠
魂
碑
に
は
84
名
の
方
々
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
村
ゆ
か
り
の
93
柱
の

英
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
大
石
村
長
の
式
辞
に
続
き
、
松
井
村

議
会
議
長
や
北
海
道
連
合
遺
族
会
長
か
ら
追
悼

の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
辞
の
中
で
大
石

村
長
は
「
現
代
の
発
展
ま
で
に
は
過
去
の
多
く

の
苦
労
が
あ
っ
た
。
歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
遺
族
、
関
係
者
に
よ
る
献
花
が

行
わ
れ
、
参
列
者
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の

追
悼
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
剣
道
で
頑
張
り
ま
し
た
！

鶴
居
剣
道
少
年
団

全
道
大
会
出
場
挨
拶

恒
久
の
平
和
を
願
っ
て

鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式

開会式内のミュージカル上演（上）と「サルル
ンガード」の活動紹介（下）の様子

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間
、
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
ｉ
ｎ
鶴
居
村

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
今
年
は
釧
路
湿
原
の
国
立
公
園
指
定
30
周
年
と
開
村
80
周
年
を
記
念
し
て

鶴
居
村
が
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
村
内
で
活
動
す
る
「
サ
ル
ル
ン
ガ
ー
ド
」
と
「
下
幌
呂
タ
ン
チ
ョ

ウ
え
さ
づ
く
り
隊
」
を
は
じ
め
、
全
国
で
自
然
保
護
活
動
に
参
加
し
て
い
る
小

学
生
36
名
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
開
会
式
内
で
愛
知
県
（
藤
前
干
潟
）
で
活
動
す
る
「
劇
団
シ
ン
デ
レ

ラ
」
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
上
演
さ
れ
、
各
団
体
に
よ
る
活
動
紹
介
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
釧
路
湿
原
へ
移
動
し
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
散
策
や
ホ
タ

ル
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
フ
ッ
ト
パ
ス
の
散
策
や
農
場
見
学
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
観
察
な
ど
村
内
を
見
学
し
た
後
、
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
終
日
は
釧
路
湿
原
の
宝
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
基

づ
い
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
最
後
に
大
石
村
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
全
国
各
地
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
自
然
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
結
！

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
ｉ
ｎ
鶴
居
村
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７
月

　

７
月
2424
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

前
庭
に
て
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ

前
庭
に
て
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
村
内
の
ほ
か
に
釧

　

会
場
に
は
村
内
の
ほ
か
に
釧

路
町
、
標
津
町
、
池
田
町
、
浦

路
町
、
標
津
町
、
池
田
町
、
浦

河
町
か
ら
合
わ
せ
て

河
町
か
ら
合
わ
せ
て
1414
店
が
出

店
が
出

店
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の

店
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の

特
産
品
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

特
産
品
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、お
も
ち
ゃ

が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、お
も
ち
ゃ

が
当
た
る
く
じ
引
き
な
ど
多
く

が
当
た
る
く
じ
引
き
な
ど
多
く

の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
大
い
に
賑

の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
大
い
に
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

藤
朋
流
大
正
琴「
か
な
で
ー
る
」

藤
朋
流
大
正
琴「
か
な
で
ー
る
」

に
よ
る
演
奏
や
、
も
の
ま
ね
タ

に
よ
る
演
奏
や
、
も
の
ま
ね
タ

レ
ン
ト
の
吉
川
工
事
中
さ
ん
と

レ
ン
ト
の
吉
川
工
事
中
さ
ん
と

く
る
み
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、

く
る
み
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、

ビ
ー
ル
の
早
飲
み
競
争
な
ど
が

ビ
ー
ル
の
早
飲
み
競
争
な
ど
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶴
居
の
特
産
品
な
ど

　

ま
た
、
鶴
居
の
特
産
品
な
ど

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

で
は
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ

で
は
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
た
く
さ
ん
の
歓
声
と

る
た
び
に
た
く
さ
ん
の
歓
声
と

笑
顔
に
包
ま
れ
、
大
盛
況
の
中

笑
顔
に
包
ま
れ
、
大
盛
況
の
中

で
の
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

で
の
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

つるい納涼まつりつるい納涼まつり

鶴居村ふるさと仮装盆踊り花火大会鶴居村ふるさと仮装盆踊り花火大会
　

８
月

　

８
月
1414
日
、
鶴
居
村
営
球
技

日
、
鶴
居
村
営
球
技

場
に
て
、「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と

場
に
て
、「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と

仮
装
盆
踊
り
花
火
大
会
」
が
開

仮
装
盆
踊
り
花
火
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
子
ど
も

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
子
ど
も

の
部
に
８
名
、
一
般
の
部
に

の
部
に
８
名
、
一
般
の
部
に
1717

名
、
団
体
の
部
に
７
団
体
が
そ

名
、
団
体
の
部
に
７
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

れ
ぞ
れ
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
で
会
場

工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
で
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
部
は
熊
谷
羅
歩

　

子
ど
も
の
部
は
熊
谷
羅
歩

ち
ゃ
ん
（
幌
呂
）
に
よ
る
「
ド

ち
ゃ
ん
（
幌
呂
）
に
よ
る
「
ド

ラ
キ
ュ
ラ
」。
一
般
の
部
は
ス

ラ
キ
ュ
ラ
」。
一
般
の
部
は
ス

モ
ウ
マ
サ
キ
さ
ん
（
釧
路
市
）

モ
ウ
マ
サ
キ
さ
ん
（
釧
路
市
）

に
よ
る
「
つ
る
の
舞
（
オ
ス
）」。

に
よ
る
「
つ
る
の
舞
（
オ
ス
）」。

団
体
の
部
で
は
鉄
北
荘
カ
ラ
オ

団
体
の
部
で
は
鉄
北
荘
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会
に
よ
る
「
ア
ン
パ
ン

ケ
同
好
会
に
よ
る
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
が
そ
れ
ぞ
れ

マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
で
は
、
開

　

ま
た
、
花
火
大
会
で
は
、
開

村村
8080
周
年
を
記
念
し
て
例
年
の

周
年
を
記
念
し
て
例
年
の

倍
以
上
と
な
る
約
３
０
０
０
発

倍
以
上
と
な
る
約
３
０
０
０
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
鶴

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
鶴

居
の
夜
空
が
華
や
か
に
彩
ら
れ

居
の
夜
空
が
華
や
か
に
彩
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。
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「
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
（
仮
称
）」

設
立
に
向
け
た
情
報
提
供
の
お
願
い

　
「
ふ
る
さ
と
会
」
は
、
ふ
る
さ
と
鶴
居
村
か

ら
離
れ
て
暮
ら
す
方
が
集
う
会
で
す
。
現
在
は

釧
路
市
近
郊
に
住
ん
で
い
る
方
が
集
う
「
釧
路

鶴
居
会
」
と
東
京
を
中
心
と
す
る
本
州
在
住
の

方
が
集
う
「
本
州
在
住
鶴
居
会
」
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

村
で
は
、
札
幌
市
と
そ
の
近
郊
に
住
ん
で
い

る
方
の
「
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
（
仮
称
）」

の
設
立
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
札
幌
市
と
そ

の
近
郊
に
お
住
ま
い
で
鶴
居
村
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
該
当
す
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
本
人
か
ら
役
場
企

画
財
政
課
企
画
調
整
係
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鶴
居
村
で
生
ま
れ
た
方
、
幼
少
期
を
鶴
居
村

で
過
ご
し
た
方
、
仕
事
の
関
係
で
鶴
居
村
に
住
ん

だ
こ
と
が
あ
る
方
な
ど
鶴
居
村
に
少
し
で
も
ゆ
か

り
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
情
報
提
供
の
お
願
い
に
つ

い
て
は
、
あ
く
ま
で
設
立
に
向
け
た
当
初
の
ご

案
内
の
た
め
の
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
設
立

後
の
入
会
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
「
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
」

設
立
準
備
の
業
務
の
み
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－
２
１
１
２

９
月
24
日
〜
９
月
30
日
は
結
核
予
防
週
間

　

〜
長
引
く
咳
、
微
熱
に
注
意
！
〜

　

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

日
本
で
は
１
日
約
50
人
が
結
核
を
発
病
し
て
い

ま
す
。
結
核
は
、
人
か
ら
人
へ
と
空
気
を
介
し

て
う
つ
る
病
気
で
す
が
、
早
期
に
発
見
し
て
治

療
す
れ
ば
、
治
療
は
短
期
間
で
、
周
囲
に
う
つ

す
可
能
性
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま
す
が
、
２
週
間
以

上
せ
き
が
続
く
、
た
ん
が
出
る
、
体
が
だ
る
い
、

微
熱
が
続
く
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
の
予
防
に
は
、
健
康
的
な
生
活
を
心
が

け
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
児
で
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
重
篤
な
状
態

に
な
り
や
す
い
た
め
、
遅
く
て
も
１
歳
ま
で
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
１
回
の
健
康
診
断
で
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

防
衛
医
大
医
学
科
学
生
・
防
衛
医
大

看
護
学
科
学
生
・
防
衛
大
学
生
（
前

期
）
の
募
集
に
つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
29
日
ま

で
、
平
成
30
年
４
月
採
用
の
「
自
衛
隊
各
種
学

生
」
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
資
格
は
い
ず
れ
も
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
者

①
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

〈
試
験
日
〉　

10
月
28
日
㈯
・
10
月
29
日
㈰

②
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

〈
試
験
日
〉　

10
月
14
日
㈯

③
防
衛
大
学
校
（
一
般
前
期
）

〈
試
験
日
〉　

11
月
４
日
㈯
・
11
月
５
日
㈰

※
試
験
会
場
は
、
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

　

学
生
と
防
衛
大
学
校
（
一
般
前
期
）
が
帯

　

広
地
方
協
力
本
部
釧
路
出
張
所
３
階
会
議

　

室
、
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
が

　

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課　

☎
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自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧
路
出
張
所

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　

☎
22

－

１
０
５
３

農
業
者
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

■
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
。）
で

あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。〈
家
族
一
人
ひ
と
り
の
年
金
を
！
今
、
女

性
の
新
規
加
入
者
が
増
え
て
い
ま
す
。〉

■
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。
年
金
資

産
は
安
全
性
を
重
視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

（
付
利
）
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年
金

で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も
制
度
の
安
定

性
は
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る
年
金
原
資
が
、

積
み
立
て
た
保
険
料
の
総
額
を
下
回
ら
な
い
と

い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性
を
重
視

し
た
運
用
方
法
や
、
65
歳
の
年
金
裁
定
時
に
運

用
収
入
の
累
計
額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
準
備
金
の
仕
組
み
等
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ
で
も
見
直
し

で
き
ま
す
。

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け

て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万

〜
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単
位
）、
経
営
の

状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

■
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
ま
で
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
生
涯

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業

者
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
を
、
ご
遺
族
（
死
亡
者
の
死
亡
当
時
に
同

一
生
計
で
あ
っ
た
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
の
順
位
）
に
死
亡
一
時

金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
（
支
払
っ
た
保
険
料
の
15
〜

30
％
程
度
が
節
税
）。

　

保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が
運
用
し
て
得

ら
れ
る
収
益
（
運
用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

　

将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
65
歳
以
上
の
方

は
公
的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

の
場
合
は
、
全
額
控
除
で
き
ま
す
。）〈
つ
ま
り

入
口
か
ら
出
口
ま
で
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。〉

■
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
や

そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・

後
継
者
の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
、

通
算
す
る
と
最
大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う
年
金
は
、
農
地

等
の
経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例

付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
農
地
等
の

経
営
継
承
の
時
期
に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な

く
、
本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時
期

を
決
め
ら
れ
ま
す
。〈
農
業
の
担
い
手
の
皆
様

へ
の
特
別
な
支
援
で
す
。〉

【
お
問
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

　

☎
03

－

３
５
０
２

－

３
１
９
９
（
相
談
員
）

　

☎
03

－

３
５
０
２

－

３
９
４
２（企

画
調
整
室
）

　

村
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
64

－

２
１
１
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農
業
委
員
会
委
員
選
任
の
お
知
ら
せ

　
６
月
20
日
か
ら
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
農

業
委
員
10
名
の
任
命
に
同
意
が
得
ら
れ
議

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
の
農
業
委
員
会
法
改
正

に
よ
り
、
昨
年
４
月
１
日
よ
り
農
業
委
員

会
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員

の
選
出
に
は
、
従
来
は
公
職
選
挙
法
に
よ

る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
改

正
に
よ
り
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。
村
長
は

任
命
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
の

農
業
者
や
農
業
団
体
に
候
補
者
の
推
薦
を

求
め
る
と
同
時
に
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず

広
く
一
般
か
ら
も
募
集
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
７
月
20
日
か

ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

農
業
委
員
会
と
は

　

市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
行
政
機
関
で
、
農
地
の
売
買
や
貸
借
、

転
用
な
ど
の
権
利
移
動
の
申
請
に
対
す
る

審
査
お
よ
び
許
可
、
地
域
に
お
け
る
賃
貸

借
料
の
情
報
提
供
、
農
地
の
利
用
関
係
を

め
ぐ
る
紛
争
な
ど
の
和
解
の
仲
介
、
農
業

者
年
金
制
度
の
普
及
な
ど
が
主
な
仕
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
委
員
は
農
業

者
の
立
場
に
立
つ
地
域
の
代
表
者
と
し
て
、

農
地
の
権
利
調
整
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・

安
定
化
な
ど
の
農
業
振
興
、
農
地
や
農
業

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
委
員
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
す
。

　

会
長
に
は
松
下
勉
氏
、
職
務
代
理
者
に
は

東
隆
行
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
上
段
左
よ
り
）

■
熊
谷
郁
子
氏（
新
任
）

■
明
歩
谷
正
志
氏（
再
任
）

■
東
隆
行
氏（
再
任
）

■
増
田
慶
一
氏（
再
任
）

■
塩
越
克
哉
氏（
再
任
）

（
写
真
下
段
左
よ
り
）

■
菊
地
孝
範
氏（
再
任
）

■
齊
藤
滋
氏（
再
任
）

■
松
下
勉
氏（
再
任
）

■
武
藤
清
隆
氏（
再
任
）

■
手
塚
信
幸
氏（
新
任
）



平成29年９月号　８

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成29年度 全国統一防火標語

「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　大正１２年のこの日に甚大な被害をもたらした関東大震災が発生したことや、台風の多い時季である
ことが主な理由として、広く国民に地震や台風などの災害に対する防災意識を高めてもらうため、９月
１日が「防災の日」と定められました。いつ発生するかわからない地震等の災害時のためにも、近くの
避難所がどこにあるのかあらため
て確認しておきましょう。また、
災害時の非常食等の賞味期限はき
れていませんか？防災グッズは整
備されていますか？こちらももう
一度確認をしましょう。

（資料提供：鶴居村役場総務課）
（鶴居村HPアドレス
http://www.vill.tsurui.lg.jp/
kurashi/bousai/hinanbasho.html)

・指定避難場所は、避難対象地区
毎に異なりますので、確認してお
きましょう。
・避難の際は慌てずに、なるべく
家族や近所の人たちと声をかけ
合って避難しましょう。

９月１日は「防災の日」

　皆さんは９月９日が何の日か知っていますか。
　「９（きゅう）９（きゅう）の日」、すなわち「救急の日」です。
　救急の日は救急業務に対して住民の方々の理解と認識を深めてもらうとともに、
救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に定められました。
　突然の事故や病気などの時、救急隊が現場に到着するまでの間に救急現場に居合わせた人が迅速な
119番通報、適切な応急手当を実施することにより症状の悪化防止、救命率の向上が期待されます。家
族や友人のもしもの時のために救急講習を受けてみませんか？鶴居消防署では各事業所はもちろん、複
数名での講習依頼も随時受け付けています。お気軽に鶴居消防署救急救助係（℡ ６４－２３４４）まで
お問い合わせください。

９月９日は「救急の日」

施　　設　　名 所　在　地 避難対象地区
鶴居小学校 鶴居西2－27 鶴居西、北
鶴居村総合センター 鶴居西1－１ 鶴居西、北、下雪裡
鶴居中学校 鶴居東2－31 鶴居西、東、南
上幌呂コミュニティセ
ンター 上幌呂 上幌呂、新幌呂

幌呂小学校 幌呂東4－14 幌呂市街、中幌呂、
茂幌呂、支幌呂

幌呂中学校 幌呂東2－21 幌呂市街、中幌呂、
茂幌呂、支幌呂

幌呂農村環境改善セン
ター 幌呂東2－21 幌呂市街、中幌呂、

茂幌呂、支幌呂
下幌呂小学校 下幌呂 下幌呂
下幌呂コミュニティセ
ンター 下幌呂 下幌呂

下雪裡コミュニティセ
ンター 下雪裡 下雪裡

下久著呂コミュニティ
センター 下久著呂 下久著呂

中久著呂コミュニティ
センター 中久著呂 中久著呂

支雪裡コミュニティセ
ンター 支雪裡 支雪裡

茂雪裡コミュニティセ
ンター 茂雪裡 茂雪裡



官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
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無
料
調
停
相
談
会
の
ご
案
内

　

釧
路
調
停
協
会
で
は
裁
判
所
の
調

停
委
員（
釧
路
調
停
協
会
所
属
）に
よ

る
「
無
料
調
停
相
談
会
」
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

⑴　

日
時　

　
９
月
８
日
㈮
午
後
６
時
〜
８
時
ま
で

　

９
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で

　

※
予
約
不
要

⑵　

場
所

　

交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
わ
い
4
階

（
釧
路
市
幸
町
９

－

１
）

⑶　

相
談
内
容

　

離
婚
、
遺
産
相
続
、
不
動
産
、
金

銭
貸
借
、
交
通
事
故
な
ど
家
事
及
び

民
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
調
停

で
解
決
す
る
手
続
き
の
相
談
に
無

料
、
秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
。

⑷　

主
催　

釧
路
調
停
協
会

⑸　

後
援　

釧
路
地
方
裁
判
所
及
び

釧
路
家
庭
裁
判
所　

【
お
問
合
せ
先
】

釧
路
簡
易
裁
判
所
内
釧
路
調
停
協
会

事
務
局　

☎
０
７
０

－

３
１
４
９

－
２
２
７
３

「
全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会
」

に
つ
い
て

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
子
ど
も
の

貧
困
率
が
過
去
最
悪
の
数
字
を
示
し
、

ま
た
、
離
婚
後
に
養
育
費
を
受
給
で

き
て
い
る
世
帯
は
２
割
に
し
か
至
っ

て
い
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
、一
人
で

も
多
く
の
子
ど
も
を
貧
困
か
ら
守
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
思
い
に
よ
り
、

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
の
呼
び

か
け
の
も
と
、
釧
路
青
年
司
法
書
士

協
議
会
で
も
養
育
費
に
関
す
る
全
国

一斉
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
２
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
ま
で

■
専
用
電
話
番
号

　

０
１
２
０

－

５
６
７

－

３
０
１

　

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

　
　

厳
守
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

☎
０
１
５
６

－

65

－

２
１
９
８

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
及
び
「
法
務
局
な

る
ほ
ど
講
座
」
開
催

　

法
務
局
で
は
、
司
法
書
士
会
、
土

地
家
屋
調
査
士
会
、
公
証
人
会
及
び

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
連
携
し

て
、
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
人
権
擁

護
事
務
等
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
お
応

え
す
る
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
同
日
、
公
証
人
を
講
師
に

招
い
て
、「
法
務
局
な
る
ほ
ど
講
座
」

も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

※
予
約
・
申
込
み
は
い
ず
れ
も
月
〜

金
曜
日
の
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で
で
、
９
月
29
日
㈮
が
締
切
と

な
り
ま
す
。

□
申
込
み
先
（
い
ず
れ
も
共
通
）

釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
31

－

５
０
０
０
（
音
声
案
内　

　
「
３
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
相
談
所
に
つ
い
て

①
日
時　

10
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

※
事
前
予
約
優
先

②
場
所　

釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
番

地　

釧
路
地
方
合
同
庁
舎

③
相
談
内
容

⑴
土
地
・
家
屋
に
関
す
る
登
記
、
会

社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
手
続

⑵
土
地
の
測
量
、
隣
地
と
の
境
界

紛
争

⑶
地
代
・
家
賃
の
紛
争
、
給
与
の

差
押
え
に
お
け
る
供
託

⑷
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
、
虐

待
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等

の
困
り
ご
と

⑸
成
年
後
見
制
度

⑹
離
婚
・
養
子
縁
組
、
無
戸
籍
等

の
身
分
事
項
に
関
す
る
困
り
ご
と

⑺
遺
言
や
相
続
に
関
す
る
困
り
ご
と

■
な
る
ほ
ど
講
座
に
つ
い
て

①
日
時　

10
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
同
11
時
45
分
ま
で

※
予
約
制

②
場
所　

釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
番

　

地　

釧
路
地
方
合
同
庁
舎

③
講
演
内
容

⑴
講
師　

釧
路
公
証
人
合
同
役
場

　

田
村
一
善　

公
証
人

⑵
演
題　
「
家
族
が
亡
く
な
っ
た

際
の
手
続
あ
れ
こ
れ
」

※
受
講
定
員
は
30
名
で
す
。
定
員

を
超
過
し
た
場
合
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権
を
守
る
た

め
の
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
、

虐
待
等
の
人
権
侵
害
事
案
は
、
依
然

と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
や
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動

を
強
化
す
る
た
め
、
９
月
４
日
㈪
〜
10

日
㈰
ま
で
の
１
週
間
を「
全
国
一斉『
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
』
強
化
週
間
」
と
し
て
、
相
談
時

間
を
延
長
し
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日

も
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し

　

ん
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

■
実
施
日
時

⑴　

期
間　

平
成
29
年
９
月
４
日
㈪

〜
９
月
10
日
㈰
ま
で

⑵　

時
間

・
９
月
４
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

・
９
月
９
日
㈯
〜
９
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
相
談
担
当
者

　

釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所
属

　

の
人
権
擁
護
委
員
及
び
釧
路
地
方

　

法
務
局
職
員

■
主
催

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人

　

権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
機
関

　

釧
路
地
方
法
務
局
及
び
釧
路
人
権

　

擁
護
委
員
連
合
会

■
問
合
せ
先

　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
番
地

　

☎
31

－

５
０
１
４

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
の
ご
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
無
料
は
無
料
で
す
。

●
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
祝
日
、
12
月
31
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）

■
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
２
０

－

７
７
１

－

２
０
８

◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権

教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働

省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。



平成29年９月号　10

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

９月１０日から１６日が自殺予防週間です
　あなたの身近に、悩みや問題を抱えてつらい思いをしている人はいませんか？1人ひとりが身近な人の様
子を気にかけ、こころのサインに気づくことがいのちを守ることにつながります。　

⑴　健康つるい21（第二次）計画　～こころの健康～
◯「最近1か月間ストレスのある人の割合」

　

　平成26年の鶴居村健康に関するアンケート調査によると「最近1か月間ストレスがある人」は54.9％で前
計画（「健康つるい21」）策定時の39.2％と比較して悪化しています。男女別では女性が多く、年代別では20
～40歳代で多い傾向がありました。
　また、「最近1か月間で、悩みごとやストレスを感じたことがあると答えた小学生は32.3％、中学生は
46.5％でした。相談する人（重複回答）については、小学生は「母親」が最も多く71.8％、次いで「父親」「担
任の先生」は同率で38.5％、「友人」が30.8％、「相談できる人はいない」が5.1％。中学生については「友
人」が最も多く51.5％、次いで「母親」48.5％、「父親」36.4％「先輩」が24.2％で「相談できる人はいない」が
12.1％となっていました。
◯ 目　標
　・　豊かな自然を親しみこころの幅を広げましょう。
　・　ストレスを自覚しましょう。
　・　ストレス・悩みごとは一人で抱え込まないで、相談できる人を持ちましょう。
　・　自分や周囲の人のこころの不調に気がついたら、早めに専門機関に相談しましょう。

⑵　ゲートキーパーとは？
　悩みを抱えた人は「人に悩みを言えない」「どこに相談に行ったらよいかわからない」「どのように解決し
たらいいかわからない」等の状況に陥ることがあります。周囲が悩みを抱えた人を支援するために、周囲の
人がゲートキーパーとして活動することが必要です。
　ゲートキーパーが高度な専門性は必要ありません。普段接している人が何か悩んでいるように見えたら、
まず声をかけることからはじめてみてください。

　　　 ◆　ゲートキーパーの役割
　　　　 気づき：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける。
　　　　 傾　聴：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。
　　　　 つなぎ：早めに専門家に相談するように促す。
　　　　 見守り：温かくより添いながら、じっくりと見守る。

〇健康増進普及月間とは？
　健康に対する国民一人ひとりの理解を深め、さらにその健康づくりの実践を促進していくことを目
　的に実施されています。
〇健康増進普及月間統一標語

　『１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～』

９月１日～３０日は、「健康増進普及月間」です
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新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……９月の図書整理日は26日（火）です。９月の図書整理日は26日（火）です。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ・ＤＶＤ】
　　　　　　　　１週間（CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

おはなし会について

　みなくる図書室では毎月第３土曜日の11

時から絵本などのおはなし会をしています。

小さなお子さんや小学生、大人のひとでも興

味のある方はぜひご参加ください。

※９月のおはなし会は16日（土）です。　
※紹介している本は8/30（水）から利用できます。

臨終医のないしょ話 はじめてのママカメラ　３６５日の撮り方辞典

嵯峨野花譜 新訳　メアリと魔女の花

ボイジャーズ８（エイト）　８人の最終候補（ファイナリスト） いのちのたべもの

志賀　貢　著
　脳が完全に破壊されて
いたのに意識が戻った
り、死期が近づくにつれ
嫉妬妄想が強くなったり
…。数千人を看取った医
師が体験した奇跡の数々
を紹介しつつ、残された
人生を豊かに過ごすため
のとっておきの方法を伝
える。

メアリ―・スチュアート　作
越前敏弥／中田有紀　訳
　夏休みのあいだ、大お
ばさまにあずけられるこ
とになったメアリは、7
年に1度しか咲かないふ
しぎな花<夜間飛行>
を見つける。それは、一
夜かぎりの魔法をさずけ
る、「禁断の花」だった-。
2017年7月公開映画の
原作。

Ｄ.Ｊ.マクヘイル　著
小浜　杳　訳

　エネルギー危機に瀕し
ている地球。宇宙の資
源を集めて新たなエネ
ルギーを作り出すため、
12歳以下の宇宙飛行士
4人を選抜することに
なった。8人の最終候補
が集められ、最後の選抜
テストが始まる!

中川ひろたか　文
加藤休ミ　絵

　お母さんとスーパーへ
買い物に行った男の子。
寄せなべの材料をカゴ
に入れて、レジで会計を
済ませると、お母さんは
男の子に、海のものと陸
のものを分けて袋に入れ
るように言い…。大切な
「食」のことを伝える食
育絵本。

葉室　麟　著
　宿命を背負った少年
僧・胤舜は、苦しむ人、
悲しみの底にある人のた
めに花を活け、生きるこ
とを学ぶ-。江戸後期の
京都。四季折々の美しい
花に彩られた少年僧の成
長物語。

今井しのぶ　著
　専門用語を使わず簡単
な言葉で解説した、これ
からデジカメデビューす
るママのための超ビギ
ナー向け撮影ハンドブッ
ク。子どもの成長記録、
入学式や七五三などのイ
ベントの撮影だけでなく、
画像編集&写真整理術も
紹介する。
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み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

 凍原社８月句
（俳句）

短
夜
や
辻
褄
合
わ
ぬ
夢
の
中

土
寄
せ
の
土
黒
々
と
じ
ゃ
が
の
花

完
璧
な
演
奏
の
夢
夏
の
月

河
原
よ
り
拾
い
し
石
や
庭
涼
み

空
蝉
や
中
は
空
飛
ぶ
夢
ば
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寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申
し上げます。

・鶴居村立鶴居診療所用歩行車として
株式会社山口工務店　　様
株式会社鶴居建設　　　様
北電工業株式会社　　　様
三建設備工業株式会社　様

鶴居村立鶴居診療所用歩行車　２台

・こども子育て及び青少年の人材育成に関する
　事業のために

中雪裡南　松下　勉　様
金２００，０００円

９月の自然観察会
●バードカービング初心者講座１回目
【日　時】　９月３日㈰　午前１０時～午後３時
【内　容】　釧路湿原の野鳥をモデルに角材を削り
彩色して作品を作ります。

【定　員】　１０名
【参加費】　５，５００円
【集合・申込・問合先】
　塘路湖エコミュージアムセンター
　（☎015-487-3003）

●秋の花を見に行こう
【日　時】　９月１０日㈰　午前１０時～１２時
【内　容】　まもなく花の季節が終わりを迎えます。
華やかな秋の花で今年の花の季節を締めくくり
ましょう。

【定　員】　１５名
【参加費】　無料
【集合・申込・問合先】
　温根内ビジターセンター（☎65-2323）

「高速道路親子現場見学会」
　北海道横断自動車道（阿寒ＩＣ～釧路西ＩＣ間）
の工事現場及び釧路東ＩＣ管理ステーションの見
学会を実施します。
【日　時】　９月23日㈯　午後１時～午後５時まで
【参加費】　無料
【集合場所】　釧路地方合同庁舎正面
　（合同庁舎の駐車場利用可）
【対　象】　釧路管内在住の小学生とその保護者
【定　員】　親子20組、40名程度（先着順）
【申込期間】　９月１日㈮～９月８日㈮
【申込・問合先】　釧路市役所道路河川課
　（☎31-4599)
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）

どんぐり記念日「秋の緑化祭」
　ＮＰＯトラストサルン釧路より、市民参加行事
のご案内です。
【日　時】　９月30日㈯午前９時30分～正午12時
【参加費】　無料
【集合場所】　釧路町郷土資料館達古武分室前
【実施場所】　達古武のトラストサルン自然保護地
【持ち物】　汚れても良い服装、長靴、飲み物
【申込み】　不要
【問合先】　ＮＰＯトラストサルン釧路
　（☎44-5022)
※雨天時は翌日10月１日㈰に順延。
※昼食は達古武オートキャンプ場に移動してバー
ベキューをします。参加希望の方は大人５００円、
小学生以上３００円、各自おにぎりを持参して
ください。

お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
７月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

中
なかむら

村　蒼
あおい

　　くん　　　男　　鶴居市街

清
しみず

水　咲
さ　な

花　ちゃん　　女　　鶴居市街
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〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

自然採食地でのタンチョウの足跡調査

●タンチョウの足跡から利用状況を調べる

　７月号でお伝えしたように、私達はタンチョウが冬に自然の中で餌が採れる場所（以下、自然採食地）
の整備と調査を行っています。2016年度は新たに足跡から、タンチョウがどのように自然採食地を利用
しているのか調べました。なぜこの調査を始めたのかと
いうと、ひとつにはこれまでタイマーカメラで自然採食
地の利用状況を調べていましたが、カメラの台数や撮影
範囲に限りがあり、自然採食地全体をどのように利用し
ているか把握できていなかったからです。そして2016年
度は積雪が早く、タンチョウの足跡が見つけやすかった
ことからこの調査を行いました。１～３月の間、月に一
度タイマーカメラの電池を交換する際に、足跡を記録し
た結果、以下のことがわかりました。

●タンチョウは開けたところが好き？

　図１は１～３月の間、旧雪裡１号採食
地で足跡が残された場所を地図に落と
したものです。図を見てみると、２箇所
に矢印（足跡）が集中していることが分
かります。図の上の方は昨年、サルルン
ガードと日本製紙クレインズの選手とで
木々を伐採し、タンチョウが出入りでき
る開けた空間に整備した場所です。図の
下の方も、自然保護ボランティアグルー
プ「F.A.ネットワーク」の学生達とで、
同様の整備をしています。それに対して
枠の中の矢印がない場所は、作業をしな
いで木々を残している所です。タンチョ
ウの足跡は車道上や牧草地上などに多く、

危険を感じた時に逃げやすいよう、比較的開けた場所を選んでいるようでした。タンチョウが通ること
のできる木々の幅を調べることで、今後の管理作業の参考になるかもしれないと思いました。

　今回の調査によって、採食地内をタンチョウがどのように利用しているのかが明らかになりました。
特に私達の作業した場所を、タンチョウが好んで使っていたことが判明したことは大きな成果です。ま
だまだ調べたら明らかになりそうなことも見つかったため、調査を続けてタンチョウがより利用しやす
い自然採食地を造っていきます。

写真１：調査風景

図１．旧雪裡１号の利用状況
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２０１７２０１７  鶴居村ふるさとまつり鶴居村ふるさとまつり
　鶴居村4大まつりの第3弾、「鶴居村ふるさと
まつり」が今年も開催されます。
　当日は食のエリア、お楽しみエリアなど様々
なエリアや各種ステージイベントが用意される
ほか、楽しい企画が盛り沢山となっております。
皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

■日　時　９月23日(土) 午前10時～（※雨天決行）
■場　所　茂雪裡川河畔特設会場
■問合先　鶴居村ふるさとまつり実行委員会 （☎64－2114）

　今年は全国的に気象が不安定な
傾向にあるようですね。８月の関
東は連日雨だったようで、嵐と雷
の中の花火大会なども報道されて
いて驚きました。鶴居の花火大会
は日暮れまで天気が心配されまし
たが、本番には雨は止み、無事２
年ぶりの開催がされました。盆踊
りも花火も見ごたえがありました
ね。
　さて、多くの方は夏休みが過ぎ
た所だと思います。もういくつ寝
ると冬休みですね（！）。カレン
ダーを見るに、今年はシルバー
ウィークの祝日があまり繋がって
いないため、今後は小刻みに祝日
が入る形になるようです。私はこ
のたびの夏休みで十分に休みボケ
をしていたので、長期で休んでし
まうと良くないのかもしれません
が、ドカンと一発、バカンスのよ
うなものを満喫する生活にもつい
憧れてしまいます。（Ｈ）

編集後記

人の動き
（７月末住民登録人口）

人口 総数 2,536人
（前月比 ＋７人）

うち外国人人口　25人
（男 ９人・女16人）

昨年同期は　2,520人で、
対前年比較は　＋16人です。

男 1,272人（前月比 ＋２人）
女 1,264人（前月比 ＋５人）

世帯数　1,151戸
（前月比 ＋２戸）

うち外国人世帯数　16戸

　KODOMOラムサールin鶴居
村の開会式のひとコマです。
　全国各地の小学生が集まった
イベントは、華やに開幕しました。

（※詳細記事は３ページ）

今月の表紙

今年１月からの発生件数
　人身事故１件／物件事故31件
７月中の発生件数
　人身事故０件／物件事故４件
死亡事故ゼロの日　624日

（７月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

９月村のカレンダー

1金
・鶴居老人クラブ健康相談　9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9:30～　幌呂老人寿の家
・下幌呂老人クラブ健康相談
　　10:30～　下幌呂老人寿の家

2土 ・第39回鶴居保育園運動会　　9:30～　鶴居保育園グラウンド

3日 ・鶴居消防秋季消防演習　10:00～　鶴居村民広場
7木 ・介護予防教室「ふまともくらぶ」　　10:00～　総合センター

9土 ・わんぱくアドベンチャークラブ　　8:30～　釧路市阿寒白湯山

12火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

13水 ・第３回鶴居村議会定例会　10:00～　議場
14木 ・第３回鶴居村議会定例会　10:00～　議場

15金
・第39回鶴居村寿大学室内軽スポーツ大会
　　9:30～　総合センター
・第３回鶴居村議会定例会　10:00～　議場

17日 ・第56回鶴居村駅伝競走　9:00～　村内一円
18月 ・村民ゴルフ大会（秋）　　12:00～　釧路カントリークラブ

19火 ・第３回鶴居村議会定例会　10:00～　議場
23土 ・2017鶴居村ふるさとまつり　　10:00～　茂雪裡川河畔特設会場

26火 ・平成29年度鶴居村敬老会　11:00～　総合センター

旅する歌い手～帰省編～

今年は鶴居村出身のアーティス
ト、西村ユウキさんが出演しま
す。
午後からは、ライブが行われる
ので、ぜひお立ち寄りください。


